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遠野東中学校区の「ヒト」「モノ」「カツドウ」を紹介する

今月は、遠野東中学校区学校運営協議会青笹小学校部会委員で青笹町しし踊り保存会の、奥寺陽一さ

んをご紹介します。

青笹町しし踊り保存会の会員数は現在約50名ほどで、奥寺さんは平成14年から青笹小学校の子どもた

ちにしし踊りの指導をしています。夏休み期間の８月7日から9日まで、遠野東中学校体育館で青笹地区

の中学生を対象に夜の練習会が行われました。見学させていただいた最終日には東中の生徒約20名の他、

囃子方や踊りの指導の方約15名参加していました。その時の練習風景と、指導を担っている奥寺さんか

らお聞きしたお話を合わせてご紹介します。

☆ Introduction ☆ ヒト × 郷土芸能

青笹町しし踊り保存会 奥寺 陽一さんに聞きました！

Q1.子ども達に指導する上で、大切にしていることは？
Ａ.小学校では、本気で練習すること。本当の本気はかっこ良く
て、見ている人に伝わると教えています。中学生には舞台
を作り上げるために一体感を持つことを伝えています。

Q2.やっていて良かったと思うのはどんな時ですか？
Ａ.お客さんが目を輝かせて見てくれること。中学生、高校生が
「やりたい」と自主的に参加してくれることです。

Q3.反対に、苦労する部分は？
Ａ.後継者が少ないことです。就職してしまうと参加しなくなる
ため、現状は後継者不足です。

Q4.ズバリ、青笹しし踊りの魅力は？
Ａ.「本気度」です。大人が本気の踊りを見せて、子ども達に
伝えていく。それと、子どもから年配までの幅広い世代で1つの
舞台を作り上げていくことが魅力です。

昼間の暑さが残る体育館での練習は、
こまめに休憩をとりながら行われ、お腹に
響く太鼓の音や息の合った笛の音色に合わ
せて踊る生徒の表情は皆さん真剣でした。
本番の遠野まつりがとても楽しみです。



コーディネーターより

今月末から9月にかけて、土淵、青笹、上郷の各
小学校で第２回学校部会が開催されます。
どの学校も会議前後に授業参観があり、学校の
様子を見ていただく機会となっています。
お忙しいとは存じますが、子ども達の活動を生
で見ることで、元気をもらったり、学校の課題を
考える機会や地域との関りを持つ機会にしていた
だけたらと思います。
どうぞよろしくお願いします。

地域のイベントや活動に関する情報をお寄せください

遠野東中学校区学校運営協議会
エリアコーディネーター 新田 依子

電話 090-1349-6689
E-mail yoriko-n@city.tono.iwate.jp

☆ Introduction ☆ コドモタチ × 読書活動の推進

昨年度「地域で子どもを育てる活動発表会」でご紹介した、青笹児童館の「こども本の森 遠野 へ行

こう」の今年度１回目を8月4日に実施しました。バス1台25名の定員に対して、34名の参加申し込みが

あり、バスを2往復して全員に参加してもらうことができました。

今回も、青笹町地域教育協議会の方に見守りをお願いしましたが、今回は子ども達と一緒に「大人も読書を楽

しむ」ということを意識していただきました。

当日参加した子ども達は、本の森を利用したことがある子が多く、前回より早い段階で落ち着いて読書を始め

る子が多かったように感じました。「何を読んでるの？」と話しかけてくれる子ども達が何人もいて、1冊の本を

通して多くの子ども達と楽しい時間を共有することができました。

後半には、恒例となったこども本の森職員の方による読み聞かせもしていただき、低学年から高学年までいる

子ども達は、お話の世界に引き込まれていました。

参加した子ども達が「本を読むって楽しいな」「今度はお家の人と来たいな」と思ってくれることを期待した

いと思います。

暑い中、見守りやバス添乗、引率にご対応いただいた皆さん、どうもありがとうございました。

遠野の良さを知るためには、他の地域のことを知る
ことも必要!?…とのことで、広報遠野のコーナーを参
考に毎回コーディネーターの出身地の広島弁をご紹介
したいと思います♪
Lesson①『めがす』＝ こわす

例文：「明日は資源ごみの日じゃけぇ
この段ボールめがしといて」

意味：「明日は資源ごみの日なので、
この段ボールをこわして（たたんで）
おいて」

ちょっとひと息・・・


